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2022年08月24日更新　新原稿

　安全・安心そして美味しい米を作るため、佐賀県が主導する特別栽培
に取り組んでいます。
土作りからこだわり、化学肥料は一切使用せず有機肥料・もみ殻を使用
しています。また、一部の圃場では農薬も一切使用せずに栽培し、その
他の圃場でも農薬の使用を通常の半分以下に抑えた栽培を行っていま
す。
　無農薬栽培は、除草剤の代わりに米ぬかを利用し、除草は全て手作業
で行い、心を込めて栽培しています。



 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

光吉農産

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

安全・安

り組んでい

土作りか

ています。

場でも農薬

 無農薬栽

い、心を込

 また、20

携し AI を使

 日本有数

で、明治時

 『我が家

届けよう！

想いながら

 息子二人

自分達のお

化学肥料を

ご飯の販売

私達の商

米びつ要ら

ことと冷蔵

スクを軽減

め、美味し

また、農

料の玄米ご

援事例 

産 

佐

ジ URL h

—

４

安心そして美

います。 

からこだわり

また、一部

薬の使用を通

栽培は、除草

込めて栽培し

018 年から

使ったスマ－

数の米処とし

時代から４代

家の米を食べ

！』、 『安全

ら、日々の農

人が就農し、

お米を届けた

を一切使用せ

売を始めまし

商品ラインナ

らずの新しい

蔵庫での保存

減することが

しさが長持ち

農薬・化学肥

ご飯は、健康

【INPIT

佐賀県佐賀市

http://mits

— 

４人 

美味しい米を

り、化学肥料

の圃場では農

通常の半分以

草剤の代わり

しています。

らは省力化し

－ト農業にも

して知られる

代に渡り、米

べて頂いて笑

全・安心そし

農作業に勤し

乾燥調製施

たいと思い、

せずに栽培し

した。 

ナップで特徴

い形の商品で

存に便利です

が出来ますし

ちします。 

肥料を一切使

康に気をつけ

T 佐賀県

市 

suyoshinou

作るため、佐

は一切使用せ

農薬も一切使

以下に抑えた

に米ぬかを利

 

して安心・安全

も取り組んで

る佐賀。「光吉

米、麦、大豆

笑顔になって

て美味しい米

しんでおりま

施設を新築した

プライベー

したお米や、そ

徴的な商品は

です。通常の袋

す。冷蔵保存す

し、精米して

用せずに栽培

けたい方が手

自

県知財総

usan.com/

業 種

資本金

企業概要

佐賀県が主導

せず有機肥料

使用せずに栽

栽培を行って

利用し、除草

全なお米を作

でいます。 

吉農産」は、

豆を栽培する

もらおう！』

米を作ろう

ます。 

たことで、消

トブランド

その玄米を主

は、ペットボ

袋での輸送時

することでカ

て直ぐにボト

培したお米

手軽に食べられ

自社の強み

一押し商品

総合支援

/ 

種 農林水

金 － 

 

導する特別栽

料・もみ殻を

栽培し、その

ています。 

草は全て手作

作れるよう企

その佐賀市

専業農家です

』、 『食卓に

！』の三つの

消費者の皆様

を立ち上げ、

主原料とした

トル入りお米

時より破損を

カビ・虫の侵

トル詰めして

『夢しずく』

れる商品です

み 

品 

援窓口】 

産業 

栽培に取

を使用し

の他の圃

作業で行

企業と連

市川副町

す。 

に笑顔を

のことを

様に直接

、農薬・

たパック

米です。

を防げる

侵入のリ

ているた

』が主原

す。 

２０１９年年度版 

 

 

知財総合支

 ６次産業

を受けられ

 商標制度

ることから

な名称の検

産以外に、

で、ブラン

ました。

 複数の候

援を行い、

ためには H

や６次産業

た。海外で

ついても支

 名称ロゴ

と感じられ

になりまし

更なる販路

商標権を

行動するよ

ながるもの

アドバイス

お持ちの方

とをお勧め

支援窓口活

業化の支援を

れ、当窓口に

度の概要の説

ら調査の仕方

検討・助言を

加工品、野

ンド構築に関

候補名から、

商標登録と

HP の立ち上

業化サポート

での販売取引

支援を行いま

ゴを自分たち

れます。ブラ

した。他機関

路拡大が期待

安

ピ

ま

ド

を取得したこ

ようになりま

のだと実感し

スや支援をし

方もいらっし

めします。

活用の概要

を受けられて

に来訪いただ

説明を行った

方の指導を行

を行いました

野菜生産など

関してのアド

事業展開を

となりました

上げ、商品展

トセンターと

引の申入れが

ました。 

ちで作りあげ

ランドイメー

関が行ってい

待できると思

窓口担当者

安全・安心そ

ピックアップ

ました。新た

ド戦略に関し

ことで、自社

ました。知財

しています。

していただき

しゃると思い

窓

窓口

（記：窓口

ている中で、

だいたことが

たうえで、予

行いました。

た。息子さん

ども手掛け、

ドバイスを行

を考慮してブ

た（商標登録

展開、ブラン

とも連携しな

があったとの

げ商標権を取

ージを統一す

いる中小企業

思われます。 

者から一言

そして美味し

プから書類作

たな加工品も

して支援して

企業か

社ブランドを

財は自社ブラ

また、窓口

きとても助か

いますが、知

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

自家栽培の

がきっかけで支

予定されてい

類似する登

ん二人が就農

プライベー

行い、複数の

ブランド名の

録第 61253

ンディング支

ながら、また

のことから、

取得されたこ

するよう取り

業支援施策に

言 （氏名

しい米を届け

成、各支援

検討されて

いきたいと思

からのメッ

をどう確立し

ランドを守る

口支援では、

かりました。

知財のことで

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

のお米の名称

支援を開始

いた名称につ

登録商標が存

農されたこと

ートブランド

のブランド名

の商標登録出

60 号、第

支援も必要と

た弁理士等の

外国出願補

とで、自社

組まれ、自社

も興味を持

：市丸 美

ようと頑張

機関への問合

いますので、

思います。 

セージ 

していくかと

るだけではな

商標権取得

知財総合支

で気になるこ

概要 

概要 

ったところ

を商標登録

しました。

いて、商標先

在することが

から共販か

を立ち上げた

称の候補を挙

願につき専

6158298

と感じました

専門家も活用

助金を利用

ブランドと

社商品を積極

たれ活用を図

美津子） 

られています

合せなど行動

、今後も知財

いうことを、

く、モチベ

だけではな

援窓口と聞

とがあった

ろ 

した方がよい

先願調査をす

が判明したた

ら脱却し、今

たいとの意向

挙げてもらう

門家も活用

8 号）。ブラ

ので、よろず

用して支援を

しての商標外

しての意識が

極的にＰＲさ

図られていま

す。ブラン

動が速く、熱

財面の権利化

、以前にも増

ーションの向

く、商品販売

くと敷居が高

ら一度ご相談

いとの提案

すべきであ

ため、新た

今後は米生

向でしたの

うこととし

しながら支

ンド構築の

ず支援拠点

を行いまし

外国出願に

が高まった

されるよう

ますので、

ド名候補の

熱意を感じ

化やブラン

増して考え

向上にもつ

売に向けた

高い印象を

談されるこ

2020年3月 4日掲載　旧原稿


